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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、プラスミノーゲンをプラスミンに変換する分泌型セリンプロテアーゼをコードしています。コードされているプレプロタンパク質は、タンパク質分解によってA鎖およびB鎖のポリペプチド鎖を生成します。これらの鎖は、単一のジスルフィド結合を介して会合し、触媒的に不活性な高分子量ウロキナーゼ型プラスミノーゲン活性化因子（HMW-uPA）を形成します。HMW-uPAはさらに触媒的に活性な低分子量ウロキナーゼ型プラスミノーゲン活性化因子（LMW-uPA）へと処理されます。この低分子量型は、ウロキナーゼ型プラスミノーゲン活性化因子受容体に結合しません。この遺伝子の変異は、ケベック血小板疾患および晩発性アルツハイマー病と関連している可能性があります。選択的スプライシングによって複数の転写バリアントが生じ、そのうち少なくとも1つはタンパク質分解によって処理されるアイソフォームをコードしています。 [RefSeq提供、2016年1月],触媒活性：プラスミノーゲン中のArg-|-Val結合を特異的に切断し、プラスミンを形成する。,機能：酵素原プラスミノーゲンを特異的に切断し、活性酵素プラスミンを形成する。,オンライン情報：ウロキナーゼの項目,医薬品：アボキナーゼ（アボット社）の名称で入手可能。肺塞栓症（PE）において線溶を開始させるために使用される。血栓溶解性疾患の治療に臨床的に使用されています。,PTM：Ser-158およびSer-323のリン酸化は接着促進能を阻害しますが、受容体への結合には影響しません。,類似性：ペプチダーゼS1ファミリーに属します。,類似性：EGF様ドメインを1つ含みます。,類似性：クリングルドメインを1つ含みます。,類似性：ペプチダーゼS1ドメインを1つ含みます。,サブユニット：高分子量型と低分子量型があります。それぞれA鎖とB鎖の2つの鎖で構成されています。高分子量型は長鎖A鎖を含み、これが切断されて短鎖A鎖になります。LRP1Bに結合し、結合後に内部移行と分解が起こります。MRC2と相互作用します。PLAURと相互作用します。,組織特異性：前立腺および前立腺癌で発現します。,
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	パラフィン包埋ヒト脳組織における uPA 抗体の免疫組織化学分析。

